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研究成果の概要（和文）：高齢在宅療養者のトリアージシステム構築する目的で、在宅高齢療養者の“もしも”
の場合に受けたい医療・受けたくない医療を決定するプロセスであるアドバンス・ケア・プランニング
（ＡＣＰ）の推進と情報伝達のためのフレームワークとして、高齢者施設、消防機関、救急医療機関との連携を
円滑にするための「ACPに基づいた救急搬送連絡票」を作成した。今後、実際に運用開始した連絡票の効果を検
証することで高齢在宅療養者のトリアージシステムの検証委を進めていく。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of establishing a triage system for elderly home care 
patients, we developed the "Advanced Care Plan-based Emergency Contact Form" as a framework to 
facilitate cooperation among elderly care facilities, fire departments, and emergency medical 
institutions.. In the future, we will promote the Verification Committee for a triage system for 
elderly home care patients by verifying the effectiveness of the contact sheet that has actually 
been put into operation.

研究分野：救急医学

キーワード： アドバンス・ケア・プランニング　高齢者救急

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人生100年時代という超高齢社会において，特に人生の終末期に『患者の意向を尊重した』医療を行うための
Advance Care Planning：（ACP）の概念が普及しつつあるが，救急対応に関する地域での議論は十分にできては
いない現状がある。本研究の成果により人生終末期の救急医療に関する意思表示の方法，Advanced“
Emergency”Care Planningについて検討し、住民が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを，人生の最期まで続け
ることができるようにするために，地域の在宅医療・介護と救急医療の有機的連携ができるようなシステムの構
築が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

在宅医療を受けている患者に的確に救急対応をするためには、在宅診療を行う医療機関、消防、

救急医医療機関との間で連携を図ることが重要である。 

在宅療養者の救急搬送における大きな問題として、関係機関で情報の共有がうまくできていな

いことが挙げられる。この問題を解決するためには、在宅医療・救急医療で共通して使用できる

トリアージシステムを構築することが必要である。 

従来の一般的な救急医療の対象者では、一つの疾患の重症度、緊急度を考慮して対応すればよい

が、高齢の在宅療養患者では、原疾患のみでなく多様な疾患を合併することが多く、また身体的

問題のみならず、個々の特有の生活背景を考慮したうえで、緊急度を判断する必要があり、従来

の救急トリアージシステムでは適切な対応が困難であり、高齢在宅療養者向けの新たなトリア

ージシステムが必要である。 

 

２．研究の目的 

高齢在宅患者の救急医療における緊急度を適切に判定するには、2 つの評価軸が必要と考える。

その一つは患者個々の人生の終末における意思決定に関する枠組み：アドバンス・ケア・プラン

ニング(ＡＣＰ)の観点で、もう一つが病態と生理学的な異常からの緊急度の判断である。 

本研究の目的は、こうした 2 つの高齢療養患者の緊急度判断のための基準軸を整理し、緊急判

断の物差しを統一することで、在宅医療・救急医療の両者が情報共有を円滑にし、高齢在宅療養

者のかかえる問題の多様性に対応することができるような、これまでにない地域包括ケアの時

代に合致した救急トリアージシステムを構築することである。 

 

 

 

 

 

 



３．研究の方法 

高齢在宅療養者のトリアージシステム構築で、明らかにすべきことは在宅高齢療養者の“もしも”

の場合に受けたい医療・受けたくない医療を決定するプロセスであるアドバンス・ケア・プラン

ニング（ＡＣＰ）の推進と情報伝達のためのフレームワークの確立である。 

ＡＣＰについては現在、診療協力を行っている在宅医療施設「富山まちなか総合ケアセンター 

まちなか診療所」と連携して実態調を行うとともに、患者の意思表示の緊急時の伝達方法に関し

て、主任研究者がメディカルコントロールに参画している富山市消防局と調整し適切な手法を

確立し、その効果について検証し、在宅高齢者向けの新たなトリアージ基準を作成し、その妥当

性・有効性を評価し、システムの改善を進めるとともに、さらなる研究の進展をはかる。 

 

 

４．研究成果 

富山市において救急医・消防局警防課職員・まちなか診療所看護師・事務職を対象とした在宅医

療・救急医療連携セミナーを開催し問題点の共有を図った。その後、在宅医療・介護、救急医療

関係者に聞き取り・アンケートを行い ｢在宅療養者等の救急搬送の連携」に関する課題を抽出

し、個人の本当の希望に沿った終末期の救急医療を提供するための Advance Emergency Care 

Planning についての方策を検討した。訪問看護師、高齢者施設職員を対象として｢在宅医療･介

護と救急医療の連携」と ACP 実践に関するセミナーを開催し、高齢者施設、消防機関、救急医療

機関との連携を円滑にするための「ACP に基づいた救急搬送連絡票」を作成した(図)。連携し悦

において、実際にこの連絡票を用いての救急事例についての検討を行っている最中にコロナ禍

となり、高齢者施設でのクラスター発生などにより十分な事例の集積が不可能な状況となった

ため、質的評価に基づいてのトリアージ基準作成に関しては研究期間中に環椎することができ

ず、今後の継続的な検討課題として残された。 

 

 
 

  



 
図．ACP に基づいた救急搬送連絡票」 
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